
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
平成19年３月期　決算短信　　 平成19年４月19日

上場会社名 株式会社安川電機 上場取引所 東証一部・福証

コード番号 6506 ＵＲＬ　http://www.yaskawa.co.jp

代表者　　　　　（役職名）取締役社長 （氏名）利島　康司

問合せ先責任者　（役職名）広報グループ長 （氏名）赤木　博 ＴＥＬ　（093）645－8810

定時株主総会開催予定日 平成19年６月19日 配当支払開始予定日 平成19年６月20日

有価証券報告書提出予定日 平成19年６月20日

（百万円未満切捨て）

１．平成19年３月期の連結業績（平成18年３月21日～平成19年３月20日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期 368,971 14.3 33,564 37.1 33,383 37.2 18,982 86.9

18年３月期 322,916 4.3 24,486 39.7 24,331 39.7 10,157 446.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

19年３月期 81 12 75 29 28.4 12.6 9.1

18年３月期 43 18 39 72 22.3 9.5 7.6

（参考）持分法投資損益 19年３月期 　 523百万円  18年３月期 　 873百万円  

(2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年３月期 273,180 86,242 29.6 331 94

18年３月期 255,222 56,840 20.7 226 51

（参考）自己資本 19年３月期 80,787百万円  18年３月期 52,750百万円  

(3）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年３月期 14,990 △6,119 △8,960 13,214

18年３月期 18,724 △9,729 △14,934 12,102

２．配当の状況

１株当たり配当金 配当金総額
(年間)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）（基準日） 中間期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％
18年３月期 -  6 00 6 00 1,396 13.9 3.1
19年３月期 3 00 3 00 6 00 1,428 7.4 2.1

20年３月期（予想） 5 00 5 00 10 00 － 12.8 －

（注）　中間配当制度は平成19年３月期から導入しております。

３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 182,000 1.3 15,500 2.6 15,500 2.2 8,500 △2.5 34 92

通期 382,000 3.5 36,000 7.3 36,000 7.8 19,000 0.1 78 07
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　有

　新規 0社  　除外　　 1社（シナティクス ソリューションズ㈱）  

（注）詳細は、７ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

(2）連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　有

②　①以外の変更　　　　　　　　無

（注）詳細は、16ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。

(3）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 19年３月期 243,953,569株 18年３月期 232,915,735株

②　期末自己株式数 19年３月期 292,770株 18年３月期 247,319株

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、21ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。

（参考）個別業績の概要

１．平成19年３月期の個別業績（平成18年３月21日～平成19年３月20日）

(1）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期 216,268 14.1 14,139 73.6 19,828 52.0 12,860 238.1

18年３月期 189,518 △1.0 8,146 115.7 13,047 62.4 3,803 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

19年３月期 54 86 50 93

18年３月期 16 04 14 76

(2）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年３月期 185,651 54,125 29.2 222 14

18年３月期 176,219 35,399 20.1 152 14

（参考）自己資本 19年３月期 54,125百万円  18年３月期 35,399百万円  

２．平成20年３月期の個別業績予想（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 105,000 1.2 5,000 6.0 8,500 2.2 5,500 △11.3 22 57

通期 222,000 2.7 15,000 6.1 21,000 5.9 13,000 1.1 53 35

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたものであり、実際の業績見通しとは

異なることがあり得ます。
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１．経営成績

(1）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

当期における世界経済は、原油や原材料の価格上昇による影響が懸念されましたが、欧米及びア

ジアでは概ね堅調に推移し、国内においても設備投資の拡大や雇用状況の改善等、緩やかな景気の

拡大傾向が持続しました。

このような経済環境を捉え、当社グループでは当期から3ヵ年の中期経営計画“ダッシュ100”を

スタートさせ、攻めの経営を展開してまいりました。“ダッシュ100”では、シェア・ 事業規模・

収益性における真のグローバル№1事業の確立、新規事業の立ち上げ・育成、売上高経常利益率10％

の早期実現の３つを基本方針に掲げており、初年度である当期は、既存事業の強化及び事業領域の

拡大を図るべく、注力市場である自動車市場、半導体・液晶市場、アジア市場、 欧米市場への拡販

及び新製品の開発、市場投入に注力いたしました。

この結果、当社グループの経営成績は以下のとおりとなり、いずれも過去最高の業績を記録いた

しました。また、売上高、営業利益、経常利益については５期連続の増収・増益を達成いたしまし

た。

 　　　　　

 平成19年３月期（前期比）

 売上高 　 ３,６８９億７１百万円（14.3％増) 

 営業利益       ３３５億６４百万円（37.1％増) 

 経常利益       ３３３億８３百万円（37.2％増） 

 当期純利益       １８９億８２百万円（86.9％増） 

  　②事業の種類別セグメントの状況

当社グループでは、事業内容を５つのセグメントに分けております。各セグメントの主要製品等

につきましては７ページ「２．企業集団の状況」をご覧ください。

　各セグメント別の状況は以下のとおりです。

セグメントの名称 売上高（前期比） 営業利益（前期比）

 モーションコントロール １,５９６億　１百万円（19.2％増） １９８億３２百万円    　（61.5％増） 

 ロボット １,２６７億２３百万円（11.7％増）   ８９億８３百万円      （ 8.8％減）

 システムエンジニアリング ４９４億８７百万円（18.0％増）   １８億１４百万円（20億73百万円増） 

 情　報 ２６４億７２百万円（ 6.8％増）   １１億９２百万円   　 （14.4％増）

 その他 ６６億８６百万円（24.3％減） 　１８億７５百万円      （11.2％増) 

〔モーションコントロール〕

当部門においては、営業力の強化による市場開拓の推進を実施する一方、新製品の積極的な拡販

及び品揃えを強化いたしました。また、高付加価値化に向けた取組みやコストダウン等の採算改善

活動にも注力いたしました。

製品別には、ＡＣサーボ・コントローラは、半導体・電子部品業界向けや海外向けが堅調で、イ

ンバータも海外の空調業界向けを中心に好調に推移いたしました。

　この結果、売上高、営業利益とも前期に比べ増加いたしました。
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  〔ロボット〕

当部門においては、引き続き、用途及び市場に最適な製品の拡販による既存市場の拡大を図って

まいりました。

製品別には、自動車業界向けの溶接、ハンドリング、塗装ロボット等は、国内向けは前期までの

設備投資の調整局面が一巡し回復しましたが、欧米向けは設備投資抑制の影響を受けました。液晶

業界向けのパネル搬送ロボットは、期前半は堅調でしたが、期後半から設備投資の延期の影響を受

けました。一方、半導体業界向けのウエハ搬送ロボットは需要が回復しました。

　この結果、売上高は前期に比べて増加しましたが、高付加価値製品の売上減少等により、営業利

益は前期に比べて8.8％減少しました。

（注）従来の「ロボティクスオートメーション」の名称を当期から「ロボット」に変更して

　　　　おります。

  〔システムエンジニアリング〕

当部門においては、得意分野への特化及びコストダウンの強化を図るなど、利益構造改革を推進

してまいりました。

製品別には、鉄鋼プラント用電機システムにおける需要増加を取り込むことに注力し、海外にお

いては中国向けのクレーン用電機品が増加いたしました。

　この結果、売上高は前期に比べ増加し、営業利益は黒字に転換いたしました。

  〔情報〕

当部門においては、各種カードリーダを中心とするマルチメディア機器等や、通信事業者向けシ

ステム構築、半導体・液晶メーカ向けの制御用ソフトの需要が堅調に推移いたしました。

  〔その他〕

当部門には物流サービス、人材派遣等の事業が含まれております。

（参考） 個別業績につきましては以下のとおりで、いずれも過去最高となりました。

 平成19年３月期（前期比）

 売上高 　 ２,１６２億６８百万円 （14.1％増） 

 営業利益 　　　１４１億３９百万円 （73.6％増） 

 経常利益 　　　１９８億２８百万円 （52.0％増） 

 当期純利益 　　　１２８億６０百万円（238.1％増） 

 　 ③次期の見通し

今後の見通しにつきましては、景気動向は緩やかな拡大基調が持続するものと思われますが、金

利の上昇、米国経済の減速や為替変動等のリスクが懸念されます。

このような状況下、現時点での平成20年３月期の業績見通しは、以下のとおりであります。

　なお、次期の為替レートは、平均110円／米ドル、平均145円／ユーロを想定しております。 

 　　　　　【連結業績予想】

 平成20年３月期見通し 当期比

 売上高 ３,８２０億円    １３０億２９百万円増（3.5％増) 

 営業利益 ３６０億円      ２４億３６百万円増（7.3％増) 

 経常利益 ３６０億円      ２６億１７百万円増（7.8％増) 

 当期純利益 １９０億円 １８百万円増（0.1％増) 
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 　（参考）【個別業績予想】　　　　

 平成20年３月期見通し 当期比

 売上高 ２,２２０億円 ５７億３２百万円増 （2.7％増） 

 営業利益 １５０億円 ８億６１百万円増 （6.1％増） 

 経常利益 ２１０億円 １１億７２百万円増 （5.9％増） 

 当期純利益 １３０億円 １億４０百万円増 （1.1％増） 

 

(2）財政状態に関する分析

①当期末の資産の状況

資産の部では、受取手形及び売掛金が前期末比142億19百万円増加したこと等により、資産合計は、

前期末比179億57百万円増の2,731億80百万円となりました。

負債の部では、支払手形及び買掛金が前期末比42億36百万円増加しましたが、短期借入金が前期

末比71億63百万円、新株予約権付社債が81億68百万円、それぞれ減少したこと等により、負債合計

は、前期末比114億44百万円減の1,869億38百万円となりました。

純資産の部では、新株予約権付社債の転換権行使等により、資本金が前期末比40億95百万円、資

本剰余金が41億60百万円、それぞれ増加したことに加え、利益剰余金が前期末比183億69百万円増加

したこと等により、純資産合計は、862億42百万円となりました。

②当期のキャッシュ・フローの状況 

  当期末における現金及び現金同等物の残高は、前期末と比べて11億12百万円増加し、132億14百万

円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、149億90百万円の収入となりました。主な内訳は、税金等

調整前当期純利益299億73百万円、減価償却費69億62百万円、売上債権の増加120億16百万円、法人

税等の支払額101億47百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、61億19百万円の支出となりました。主な内訳は、有形固

定資産等の取得による支出84億29百万円、関係会社株式売却による収入18億48百万円であります。

この結果、営業活動と投資活動によるキャッシュ・フローを合計したフリー・キャッシュ・フロー

は、88億71百万円の収入となりました。

また、財務活動によるキャッシュ・フローは、89億60百万円の支出となりました。これは借入金

の返済と配当金の支払等によるものであります。

 　 ③当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移

当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。

平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 

中間 期末 中間 期末 中間 期末 

自己資本比率(%) 14.2 15.1 17.1 20.7 23.4 29.6

時価ベースの自己資本比率(%) 48.6 56.5 81.0 118.2 105.2 118.9

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(%) － 13.4 9.2 3.3 10.3 3.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) － 4.9 12.8 12.8 9.2 11.8

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

　（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

　（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。
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 　 （注３）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての

　　　　　　負債を対象としております。 

　　（注４）営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている

　　　　「営業活動によるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、安定的なかつ継続的な配当および経営基盤の充実と今後の事業拡大の

ための内部留保を基本としつつ、あわせて、業績、経営環境及び財務状況等を総合的に勘案して決

定することとしております。

当期の配当金につきましては、期末配当につきましては１株当たり３円とし、さきの１株当たり

３円の中間配当とあわせ年間で１株当たり６円を予定しております。

また、次期の配当金予想額につきましては、１株当たり中間配当金５円、期末配当金５円の年間

配当金10円を予定しております。
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２．企業集団の状況
 

当社グループは、当社を中核として子会社78社及び関連会社21社（平成19年3月20日現在）により構成

され、「モーションコントロール」、「ロボット」（従来の「ロボティクスオートメーション」の名称

を今年度から「ロボット」に変更）、「システムエンジニアリング」、「情報」、「その他」の各部門

の様々な分野で製造、販売、据付、保守、エンジニアリング等の事業展開を行っております。

各部門における主な製品と、当社及び主要な関係会社の当該部門における位置付けは、概ね次のとお

りであります。

　なお「ロボット」の主要な会社のうち、シナティクス ソリューションズ㈱を平成18年7月1日付で米国

ブルックスオートメーション社に譲渡いたしましたので除外しております。

部門及び主要製品 主要な会社

〔モーションコントロール〕

ＡＣサーボモータ・制御装置、汎用インバータ、

工作機械用ＡＣ主軸モータ・制御装置、

リニアモータ・制御装置、ＤＣサーボモータ・制御装置、

高速モータ、小形精密モータ、複合モータ、

省エネモータ・インバータ、高周波インバータ、

プログラマブルコントローラ、マシンコントローラ、

ＮＣシステム、ビジョンシステム、その他  

当社
安川エンジニアリング㈱
安川コントロール㈱
㈱安川メカトレック
米国安川電機㈱
欧州安川電機㈲
上海安川電動機器有限公司

〔ロボット〕

アーク溶接ロボット、スポット溶接ロボット、

塗装ロボット、ハンドリングロボット、

半導体・液晶製造装置用クリーン・真空ロボット、

特殊アクチュエータ、クリーン・真空内搬送システム、

ロボット応用ＦＡシステム、

医療・福祉サービスロボット、その他

当社
モートマン㈱ 
モートマンロボティクスヨーロッパ㈱ 
モートマンロボテック㈲

〔システムエンジニアリング〕

鉄鋼プラント用電機システム、

上下水道用電気計装システム、道路設備電源システム、

環境プラント用電機システム、エレベータ制御システム、

パワーメカトロシステム、

港湾荷役用クレーン制御システム、

紙・フィルム・液晶等可変速ドライブシステム、

システム情報制御機器、中容量高圧インバータ、

高圧開閉装置、コントロールセンタ、

システム用制御盤、電力用配電機器、

永久磁石内蔵形回転機、中大形誘導電動機、

中形発電機及び発電装置、その他産業用回転機、その他

当社
安川モートル㈱

〔情報〕

フロッピーディスクドライブ、

二次元コードマーキング・読取装置、

情報処理ソフト及びサービス、ＯＡ機器、その他

㈱ワイ・イー・データ（注）
安川情報システム㈱（注）

〔その他〕
物流サービス、人材派遣、その他

㈱安川ロジステック
㈱安川ビジネススタッフ

（注）  ㈱ワイ・イー・データ及び安川情報システム㈱の2社は、東京証券取引所第二部に上場して

おります。
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　以上の企業集団等について図示すると次のとおりであります。

           モーションコントロール 

                                 製品 

 

 

                               部品・製品据付・ 

                               調整・保守 

                               

                                 製品 

                                  

 

               ロボット 

                   部品・製品据付  

                               調整・保守 

                                

                                 製品 

                                  

 

           システムエンジニアリング         部品・製品据付・ 

                               調整・保守 

 

                                 製品 

           情報 

 

                               各種サービス 

 

                                 製品 

 

           その他 

                               各種サービス 

顧              
 

客
 

㈱   

安   

川   

電   

機

 

モ

ー

シ

ョ

ン

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

 

ロ 

ボ 

ッ 

ト

 

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

 
販売会社 

(株)安川メカトレック 

欧州安川電機(有) 

製造・販売会社 

 安川エンジニアリング(株) 

 安川コントロール(株) 

米国安川電機(株) 

上海安川電動機器有限公司 

製造・販売会社 

モートマン(株) 

モートマンロボティクスヨーロッパ(株) 

モートマンロボテック(有) 

 

製造・販売会社 

安川モートル(株) 

 

コンピュータ周辺機器 

(株)ワイ・イー・データ 

情報サービス 

安川情報システム(株) 

運送・保管 

(株)安川ロジステック 

人材派遣 

(株)安川ビジネススタッフ 

　（注）　上記の会社はすべて連結子会社であります。

主要な会社のみ表示しております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針、(2）目標とする経営指標、(3）中長期的な会社の経営戦略 

以上の３項目につきましては、平成19年３月期中間決算短信（平成18年10月31日開示）により

開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略します。

  当該中間決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

　（当社ホームページ）

　　　http://www.yaskawa.co.jp/ 

　（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

    　http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

(4）会社の対処すべき課題 

当社グループは、景気変動リスクに留意しつつ、中期経営計画“ダッシュ100”の2年目にあたる

平成19年度を、その目標達成にむけて強力な地盤づくりを行う年と位置づけ、以下の施策実行のス

ピードを加速してまいります。

  まず、ACサーボ・コントローラやインバータ、ロボットなどの主力製品において新製品の市場

投入を強力に進め、営業力、開発力、生産力が一体となった総合力を発揮することにより拡販し、

事業及びシェアの拡大を図ってまいります。一方で、新世代ロボットなど事業領域の拡大を強化

してまいります。

また、建設中のインバータ新工場を今夏に稼働させるなど、生産能力増強及び生産効率向上を図

ってまいります。

つぎに、ブランド価値の源泉・基盤となる製品品質については、レベルアップの活動を継続、強

化し、全社を挙げてお客様の満足度を一層高める努力をしてまいります。業務品質については、業

務の標準化や透明性の高い業務プロセスの確立を進めるとともに、コンプライアンスを推進するな

ど、引き続き、内部統制システム構築を強化してまいります。

さらに、従業員一人ひとりの能力を一層高め、組織の力を最大限に発揮させることが当社グルー

プの永続的な発展に不可欠であるとの考えに立ち、これまでの人材開発に新たな手法も取り入れな

がら、人材の育成に取り組んでまいります。
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４．連結財務諸表等

比較連結貸借対照表

(単位：百万円)

平成18年３月期 平成19年３月期
対前年比

科目 （平成18年３月20日現在） （平成19年３月20日現在）

金額 構成比 金額 構成比 増減

  　　　　　　％  　　　　　　％  

（資産の部）      

流動資産 169,192 66.3 187,760 68.7 18,568

　　現金及び預金 12,147 13,356

　　受取手形及び売掛金 85,012 99,231

　　有価証券 53 26

　　たな卸資産 58,177 58,136

　　繰延税金資産 7,169 6,944

　　その他流動資産 7,364 11,063

　　貸倒引当金 △732 △998

      

固定資産 86,030 33.7 85,419 31.3 △610

　有形固定資産 39,656 15.5 39,795 14.6 139

　　建物及び構築物 17,727 17,703

　　機械装置及び運搬具 8,506 9,481

　　土地 9,425 7,767

　　その他有形固定資産 3,997 4,843

　無形固定資産 8,422 3.3 7,679 2.8 △743

　　営業権 1,779 1,766

　　ソフトウェア 6,088 5,389

　　その他無形固定資産 553 522

　投資その他の資産 37,952 14.9 37,945 13.9 △7

　　投資有価証券 23,840 23,011

　　長期貸付金 298 284

　　繰延税金資産 11,051 11,790

　　その他投資 3,152 3,183

　　貸倒引当金 △391 △324

      

資産合計 255,222 100.0 273,180 100.0 17,957
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 平成18年３月期 平成19年３月期

対前年比科目 （平成18年３月20日現在） （平成19年３月20日現在）

 金額 構成比 金額 構成比 増減

  ％  ％  

 （負債の部）      

流動負債 128,973 50.5 137,278 50.2 8,304

　　支払手形及び買掛金 65,082  69,318   

　　短期借入金 30,274  23,111   

　　1年内償還社債 -  10,000   

　　未払費用 16,951  19,083   

　　未払法人税等 4,797  5,600   

　　役員賞与引当金 -  153   

　　その他流動負債 11,867  10,010   

固定負債 69,408 27.2 49,659 18.2 △19,748

　　社債 10,000               -   

　　新株予約権付社債 14,368  6,200   

　　長期借入金 7,914  7,439   

　　退職給付引当金 35,774  34,912   

　　役員退職慰労引当金 118  701   

　　その他固定負債 1,232  406   

      

負債合計 198,382 77.7 186,938 68.4 △11,444

      

（少数株主持分）      

少数株主持分 4,090 1.6  - - △4,090

    

（資本の部）    

資本金 15,858 6.2 - - △15,858

資本剰余金 11,329 4.4 - - △11,329

利益剰余金 20,367 8.0 - - △20,367

その他有価証券評価差額金 4,739 1.9 - - △4,739

為替換算調整勘定 764 0.3 - - △764

自己株式 △309 △0.1 - - 309

資本合計 52,750 20.7 - - △52,750

負債、少数株主持分及び

資本合計 255,222 100.0 - - △255,222

      

（純資産の部）      

株主資本 - - 73,897 27.1 73,897

　資本金 - - 19,953 7.3 19,953

　資本剰余金 - - 15,489 5.7 15,489

　利益剰余金 - - 38,736 14.2 38,736

　自己株式 - - △282 △0.1 △282

評価・換算差額等 - - 6,890 2.5 6,890

　その他有価証券評価差額金 - - 4,619 1.7 4,619

　繰延ヘッジ損益 - - △8 0 △8

　為替換算調整勘定 - - 2,280 0.8 2,280

少数株主持分 - - 5,454 2.0 5,454

純資産合計 - - 86,242 31.6 86,242

負債・純資産合計 - - 273,180 100.0 273,180
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比較連結損益計算書

(単位：百万円)

科目

平成18年３月期

（自平成17年３月21日

　  至平成18年３月20日）

平成19年３月期

（自平成18年３月21日

　  至平成19年３月20日）

対前年比

金額 百分比 金額 百分比 増減

  　　　％  　　　％  

　売上高 322,916 100.0 368,971 100.0 46,054

　売上原価 232,052 71.9 264,084 71.6 32,031

　　売上総利益 90,864 28.1 104,886 28.4 14,022

　販売費及び一般管理費 66,377 20.5 71,322 19.3 4,944

　　営業利益 24,486 7.6 33,564 9.1 9,077

　営業外収益 2,042 0.6 1,867 0.5 △175

　　受取利息及び配当金 293 512

　　持分法による投資利益 873 523

　　雑収益 876 830

　営業外費用 2,198 0.7 2,048 0.6 △149

　　支払利息 1,469 1,207

　　雑支出 728 841

　　経常利益 24,331 7.5 33,383 9.0 9,051

　特別利益 447 0.1 3,076 0.8 2,628

　　固定資産売却益 222 1,069

　　関係会社株式売却益 - 1,856

    投資有価証券売却益 80 120

　　その他特別利益 144 29

　特別損失 7,492 2.3 6,486 1.7 △1,006

　　固定資産廃却損 251 398

　　投資有価証券評価損 12 727

　　退職給付会計基準変更時

    差異償却 3,576 - 

　　減損損失 - 2,167

　　事業構造改善費用 2,649 1,845

　　その他特別損失 1,003 1,346

　　税金等調整前当期純利益 17,286 5.3 29,973 8.1 12,686

　　法人税、住民税及び事業税 9,617 3.0 10,654 2.9

　　過年度法人税等追徴税額 - - 842 0.2

　　過年度未払法人税等戻入額 - - △549 △0.1

　　法人税等調整額 △2,803 △0.9 △794 △0.2

　　少数株主利益 314 0.1 836 0.2

　　当期純利益 10,157 3.1 18,982 5.1 8,825
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連結剰余金計算書及び連結株主資本等変動計算書

連結剰余金計算書

 （単位：百万円）

科目

平成18年３月期
（自平成17年３月21日
至平成18年３月20日）

金額

資本剰余金の部

資本剰余金期首残高 14,001

資本剰余金増加高  

新株予約権の行使による新株の発行 315

自己株式処分差益 1

資本剰余金減少高  

欠損てん補のための取崩高 2,989

資本剰余金期末残高 11,329

利益剰余金の部

利益剰余金期首残高 7,291

利益剰余金増加高

当期純利益 10,157

持分法適用会社増加に伴う増加高 36

持分法適用会社減少に伴う増加高 －

資本剰余金取崩による増加高 2,989

利益剰余金減少高

配当金 －

役員賞与 69

連結子会社減少に伴う減少高 36

利益剰余金期末残高 20,367
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連結株主資本等変動計算書
（自平成1８年３月２１日　至平成１９年３月２０日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高 15,858 11,329 20,367 △309 47,246

当期変動額      

　新株予約権の行使 4,095 4,072   8,167

　剰余金の配当   △2,093  △2,093

　役員賞与   △169  △169

　当期純利益   18,982  18,982

　自己株式の取得    △62 △62

　自己株式の処分  87  89 176

　連結子会社増加による増加   1,246  1,246

　連結子会社増加による減少 △21 △21

　連結子会社減少による増加 1,602 1,602

　連結子会社減少による減少 △141 △141

　持分法適用会社増加による

  増加   141  141

　持分法適用会社減少による

  増加   89  89

　持分法適用会社減少による

  減少 △1,268 △1,268

　株主資本以外の項目の

　当期変動額

当期変動額合計 4,095 4,160 18,368 26 26,650

当期末残高 19,953 15,489 38,736 △282 73,897

 

 評価・換算差額等   

 

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算調整

勘定

評価・換算

差額等合計
少数株主持分 純資産合計

前期末残高 4,739 － 764 5,503 4,090 56,840

当期変動額       

　新株予約権の行使      8,167

　剰余金の配当      △2,093

　役員賞与      △169

　当期純利益      18,982

　自己株式の取得      △62

　自己株式の処分      176

　連結子会社増加による増加      1,246

　連結子会社増加による減少      △21

　連結子会社減少による増加      1,602

　連結子会社減少による減少      △141

　持分法適用会社増加による

  増加 141

　持分法適用会社減少による

  増加 89

　持分法適用会社減少による

  減少 △1,268

　株主資本以外の項目の

　当期変動額 △120 △8 1,516 1,387 1,364 2,751

当期変動額合計 △120 △8 1,516 1,387 1,364 29,401

当期末残高 4,619 △8 2,280 6,890 5,454 86,242
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連結キャッシュ・フロー計算書

 （単位：百万円）

科目

平成18年３月期
（自平成17年３月21日
至平成18年３月20日）

平成19年３月期
（自平成18年３月21日
至平成19年３月20日）

金額 金額

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

１　税金等調整前当期純利益 17,286 29,973

２　減価償却費 6,699 6,962

３　減損損失 － 2,167

４　退職給付引当金の増減額 3,351 △1,122

５　投資有価証券売却益 △80 △120

６　関係会社株式売却益 － △1,856

７　投資有価証券評価損 12 727

８　受取利息及び受取配当金 △293 △512

９　支払利息 1,469 1,207

10　売上債権の増減額 9,069 △12,016

11　たな卸資産の増減額 △4,505 802

12　仕入債務の増減額 △1,742 1,100

13　未払金の増減額 △2,416 △298

14　その他 2,705 △1,300

小計 31,556 25,713

15　利息及び配当金の受取額 307 694

16　利息の支払額 △1,461 △1,270

17　法人税等の支払額 △11,677 △10,147

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,724 14,990

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

１　有形固定資産等の取得による支出 △9,300 △8,429

２　有形固定資産等の売却による収入 433 1,103

３　投資有価証券等の取得による支出 △645 △585

４　投資有価証券等の売却による収入 231 207

５　関係会社株式取得による支出 △257 －

６　関係会社株式売却による収入 － 1,848

７　その他 △191 △264

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,729 △6,119

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

１　短期借入金の純増減額 △8,951 △4,517

２　長期借入による収入 30 3,715

３　長期借入金の返済による支出 △5,877 △6,062

４　配当金の支払額 － △2,093

５　少数株主への配当金の支払額 △187 △161

６　その他 51 158

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,934 △8,960

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 309 226

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 △5,630 137

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 17,906 12,102

Ⅶ　新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加 － 975

Ⅷ　連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少 △173 －

Ⅸ　現金及び現金同等物の期末残高 12,102 13,214
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連結財務諸表作成の基本となる重要な事項

１．連結の範囲に関する事項

 (1)連結範囲及び持分法の適用に関する事項　

　　連結子会社数　６２社　持分法適用非連結子会社数　３社　持分法適用関連会社数　１４社

 (2)連結の範囲及び持分法の適用の異動状況

　　連結（新規）　８社　（除外）　７社　　　　持分法（新規）　４社　　（除外）　９社　

２．会計方針の変更

    ①当連結会計年度より「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成17年11月29日 企業会計基準第4

      号）を適用しております。

      この変更により、従来の方法に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ１５６百万

　　　円減少しております。

　　②当社及び一部の国内連結子会社の役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当連結

　　　会計年度より規程に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この

　　　変更は当社及び一部の国内連結子会社の役員退職慰労金規程の整備を行ったことを契機に、役員退職慰労金を

　　　役員の在任期間にわたり費用分配することで期間損益の適正化及び財務内容の健全化を図るために行なったも

　　　のであります。

　　　この変更により当連結会計年度発生額１２５百万円は販売費及び一般管理費に計上し、過年度対応額３９１百

　　　万円は特別損失として計上しております。この結果、従来の方法に比べ、営業利益及び経常利益はそれぞれ

　　　１２５百万円減少し、税金等調整前当期純利益は５１６百万円減少しております。

　　③在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結会計

　　　年度より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更は、当社グループの生産・販売のいずれ

　　　の面におきましても在外子会社等の重要性が増していることに加え、各四半期毎の損益情報をより的確に把握

　　　する為に行ったものであります。

　　　この変更により従来の方法によった場合に比べて、売上高は４，１１４百万円、営業利益は３１３百万円、経

　　　常利益は３２１百万円、税金等調整前当期純利益は３１８百万円、それぞれ減少しております。

　　④当連結会計年度より「固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

　　　書」（企業会計審議会 平成14年8月9日））および「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計

　　　基準委員会平成15年10月31日 企業会計基準適用指針第6号）を適用しております。

　　　これにより、税金等調整前当期純利益は２，１６７百万円減少しております。

　　　なお、減損損失累計額については、改正後の連結財務諸表規則に基づき各資産の金額から直接控除しており

　　　ます。　 

　　⑤当連結会計年度より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第5号　平成17年12月

　　　9日）および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第8号 

　　　平成17年12月9日）を適用しております。

　　　これまでの資本の部の合計に相当する金額は８０，７９６百万円であります。

　　　なお、当連結会計年度における貸借対照表の純資産の部については、連結財務諸表規則の改正に伴い、改正後

　　　の連結財務諸表規則により作成しております。

      なお、上記以外は、最近の有価証券報告書（平成18年6月19日提出）における記載から重要な変更がないため

　　　開示を省略しております。

 

連結財務諸表に関する注記事項

(開示の省略)

　リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、退職給付関係等に関する注記事項に

ついては、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略いたします。

  なお、当該注記事項に関しては、平成19年6月20日提出予定の有価証券報告書に記載しており、『証券取引法に基づく

有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム』（ＥＤＩＮＥＴ）でご覧いただくことができます。
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セグメント情報

(1)事業の種類別セグメント情報

平成18年３月期（自　平成17年３月21日　至　平成18年３月20日） （単位：百万円）

モーション
コントロー
ル

ロボティク
スオート
メーション

システムエ
ンジニアリ
ング

情報 その他 計
消去又は
全社

連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 133,909 113,458 41,932 24,783 8,833 322,916 － 322,916

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
17,003 1,254 2,841 2,745 22,122 45,967 △45,967 －

計 150,912 114,713 44,773 27,529 30,955 368,884 △45,967 322,916

営業費用 138,634 104,862 45,032 26,486 29,269 344,286 △45,855 298,430

営業利益又は営業損失 12,278 9,850 △259 1,042 1,686 24,597 △111 24,486

Ⅱ　資産、減価償却費及び資本的

支出

資産 96,641 74,525 31,851 21,870 14,884 239,772 15,450 255,222

減価償却費 4,210 1,436 799 203 201 6,851 △152 6,699

資本的支出 4,320 3,262 1,045 233 413 9,276 △121 9,154

　（注）１　事業区分の方法及び各区分に属する重要な製品の名称

　　　　　　当グループにおける製品等の範囲は多岐にわたりますが、これを、種類、性質、製造方法、販売方法等の類

似性及び当グループの損益に計上集計区分に照らし、総合的に系列化し、区分しております。なお、事業区

分に属する重要な製品等の名称は、「１．企業集団の状況」に記載しております。

　（注）２　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、２９，３３１百万円であり、その主なものは、

親会社での余資運用資金（現金及び預金並びに有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。

　（注）３　減価償却費及び資本的支出には、長期前払費用とその償却額が含まれております。

　（注）４　「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、技術供与料については営業外収益に計上しておりましたが、当

　　　　　　連結会計年度より、売上高に計上する方法に変更いたしました。なお、この変更により、売上高および営業

　　　　　　利益に与える影響は軽微であります。

 

平成19年３月期（自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日） （単位：百万円）

モーション
コントロー
ル

ロボット
システムエ
ンジニアリ
ング

情報 その他 計
消去又は
全社

連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 159,601 126,723 49,487 26,472 6,686 368,971 － 368,971

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
18,331 432 2,681 3,363 18,559 43,369 △43,369 －

計 177,932 127,156 52,169 29,836 25,246 412,340 △43,369 368,971

営業費用 158,100 118,172 50,355 28,643 23,370 378,642 △43,236 335,406

営業利益又は営業損失 19,832 8,983 1,814 1,192 1,875 33,697 △133 33,564

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損失

及び資本的支出

資産 104,021 84,052 35,125 22,754 13,260 259,214 13,966 273,180

減価償却費 4,300 1,566 793 215 196 7,071 △109 6,962

減損損失 － － － － － － 2,167 2,167

資本的支出 5,657 1,776 757 280 149 8,621 △169 8,452
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　（注）１　事業区分の方法及び各区分に属する重要な製品の名称

　　　　　　当グループにおける製品等の範囲は多岐にわたりますが、これを、種類、性質、製造方法、販売方法等の類

似性及び当グループの損益に計上集計区分に照らし、総合的に系列化し、区分しております。なお、事業区

分に属する重要な製品等の名称は、「２．企業集団の状況」に記載しております。　

　（注）２　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、２６，８１７百万円であり、その主なものは、

親会社での余資運用資金（現金及び預金並びに有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。

  （注）３　減価償却費及び資本的支出には、長期前払費用とその償却額が含まれております

　（注）４　当連結会計期間より名称を「ロボティクスオートメーション」から「ロボット」に変更しております。

　　　　　　なお、これによる影響はありません。

　（注）５　会計方針の変更

(1)当連結会計期間より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に比べ当

連結会計期間の営業費用は、モーションコントロールが６６百万円、ロボットが３５百万円、システムエン

ジニアリングが１９百万円、情報が１３百万円、その他が２１百万円それぞれ増加し、営業利益はそれぞれ

同額減少しております。

(2)役員退職慰労金は従来費用として処理しておりましたが、当連結会計期間より規程に基づく期末要支給額

を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方法に比べ当連結会計期

間の営業費用は、モーションコントロールが５６百万円、ロボットが３６百万円、システムエンジニアリン

グが２４百万円、その他が７百万円それぞれ増加し、営業利益はそれぞれ同額減少しております。

(3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結

会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった

場合に比べて、当連結会計期間の売上高はモーションコントロールが２，７５９百万円、ロボットが

１，４８５百万円、情報が５百万円、それぞれ減少し、営業費用は、モーションコントロールが

２，４７９百万円、ロボットが１，４５３百万円、情報が４百万円それぞれ減少し、営業利益は、モーショ

ンコントロールが２８０百万円、ロボットが３２百万円、情報が１百万円それぞれ減少しております。
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(2)所在地別セグメント情報

平成18年３月期（自　平成17年３月21日　至　平成18年３月20日） （単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 208,728 50,353 38,235 25,600 322,916 － 322,916

(2）セグメント間の内部売上高 47,865 311 371 8,286 56,834 △56,834 －

計 256,593 50,664 38,606 33,886 379,751 △56,834 322,916

営業費用 242,634 46,135 35,017 30,907 354,695 △56,264 298,430

営業利益又は損失 13,959 4,529 3,589 2,978 25,056 △569 24,486

Ⅱ　資産 174,642 26,419 23,488 19,021 243,571 11,651 255,222

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

　（注）２　本邦以外の区分に属する地域の内訳は、つぎのとおりであります。

(1）米州 米国等
(2）欧州 ドイツ、スウェーデン、イギリス等
(3）アジア 中国、シンガポール、韓国等

　（注）３　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、29,331百万円であり、その主なものは、親会

社での余資運用資金（現金及び預金並びに有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。

　（注）４　当連結会計年度より、名称を「北米」から「米州」に変更しております。なお、これによる影響はありませ

ん。

　（注）５　「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、技術供与料については営業外収益に計上しておりましたが、当

連結会計年度より、売上高に計上する方法に変更いたしました。なお、この変更により、売上高および営業

利益に与える影響は軽微であります。

平成19年３月期（自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日） （単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 243,127 50,635 45,505 29,703 368,971 － 368,971

(2）セグメント間の内部売上高 53,816 514 288 10,717 65,336 △65,336 －

計 296,944 51,149 45,794 40,420 434,307 △65,336 368,971

営業費用 274,481 46,191 43,350 36,482 400,504 △65,098 335,406

営業利益 22,462 4,958 2,443 3,938 33,803 △238 33,564

Ⅱ　資産 195,475 22,479 27,929 22,901 268,785 4,395 273,180

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

　（注）２　本邦以外の区分に属する地域の内訳は、つぎのとおりであります。

(1）米州 米国等
(2）欧州 ドイツ、スウェーデン、イギリス等
(3）アジア 中国、シンガポール、韓国等

（注）３　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、26,817百万円であり、その主なものは、親会

社での余資運用資金（現金及び預金並びに有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。

　（注）４　会計方針の変更

　　　　　　(1)当連結会計期間より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に

　　　　　　　比べ、当連結会計期間の営業費用は、日本が１５６百万円増加し、営業利益は同額減少しております。

　　　　　　(2)役員退職慰労金は従来支出時の費用として処理しておりましたが、当連結会計期間より規程に基づく

　　　　　　　期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方法

　　　　　　　に比べ、当連結会計期間の営業費用は、日本が１２５百万円増加し、営業利益は同額減少しております。

　　　　　　(3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当

　　　　　　　連結会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によ

　　　　　　　った場合に比べて、当連結会計期間の売上高は米州が６４１百万円、欧州が２，４３５百万円、アジ
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　　　　　　　アが１，３３４百万円、それぞれ減少し、営業費用は、米州が５７９百万円、欧州が２，２９７百万円　

　　　　　　　アジアが１，２１９百万円それぞれ減少し、営業利益は、米州が６１百万円、欧州が１３７百万円、

　　　　　　　アジアが１１４百万円それぞれ減少しております。 

(3)海外売上高

 　　　平成18年３月期（自　平成17年３月21日　至　平成18年３月20日）                         （単位：百万円）

米州 欧州 アジア その他 計

Ⅰ海外売上高 51,286 39,766 58,310 1,985 151,348

Ⅱ連結売上高 322,916

Ⅲ連結売上高に占める海外売上高の割合 16％ 12％ 18％ 1％ 47％

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

　（注）２　本邦以外の区分に属する地域の内訳は、つぎのとおりであります。

(1）米州　　　　　　米国等

(2）欧州　　　　　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

(3）アジア　　　　　中国、シンガポール、韓国等

(4）その他　　　　　オーストラリア等

　（注）３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　（注）４　従来、ブラジルの売上高は「その他」の区分に含めて記載しておりましたが、当連結会計年度より

　　　　　　「北米」を「米州」として区分したことにより「米州」に含めて記載しております。

　　　　　　なお、これによる影響額は軽微であります。

 　　　平成19年３月期（自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日）　　　　 　　　　　　　　（単位：百万円）

米州 欧州 アジア その他 計

Ⅰ海外売上高 55,343 46,566 65,249 1,538 168,698

Ⅱ連結売上高 368,971

Ⅲ連結売上高に占める海外売上高の割合 15％ 13％ 18％ 0％ 46％

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

　（注）２　本邦以外の区分に属する地域の内訳は、つぎのとおりであります。

(1）米州　　　　　　米国等

(2）欧州　　　　　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

(3）アジア　　　　　中国、シンガポール、韓国等

(4) その他　　　　　オーストラリア等

　（注）３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　（注）４　会計方針の変更

　　　　　　在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結

　　　　　　会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった場

　　　　　　合に比べて、当連結会計期間の海外売上高は米州が６１３百万円、欧州が２，３７２百万円、アジア

　　　　　　が１，０９５百万円、その他が２９百万円、連結売上高は４，１１４百万円それぞれ減少しております。

　　　　　　なお、連結売上高に占める海外売上高の割合に対する影響は軽微であります。
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１株当たり情報
平成18年３月期

（自　平成17年３月21日
　　至　平成18年３月20日）

平成19年３月期
（自　平成18年３月21日

　　至　平成19年３月20日）

　　１株当たり純資産額　　　　　　   226.51円
　　１株当たり当期純利益金額　　　    43.18円

　　１株当たり純資産額　　　　　　   331.94円
　　１株当たり当期純利益金額　　　    81.12円

　　潜在株式調整後
　　１株当たり当期純利益金額　　　    39.72円

　　潜在株式調整後
　　１株当たり当期純利益金額     　   75.29円

  （注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りで

　　　　　あります。

平成18年３月期
(自　平成17年３月21日
  至　平成18年３月20日)

平成19年３月期
(自　平成18年３月21日
  至　平成19年３月20日)

１株当たり当期純利益金額   

　当期純利益（百万円） 10,157                     18,982

　普通株主に帰属しない金額（百万円） 163 － 

　（うち利益処分による役員賞与金（百万円）） (163) （－）

　普通株式に係る当期純利益（百万円） 9,994 　　　　　　　　　　18,982

　期中平均株式数（千株） 231,473 　　　　　　　　　 234,012

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

　当期純利益調整額（百万円） － － 

　（うち支払利息（税額相当額控除後）（百万円）） (－) （－）

　（うち社債発行費（税額相当額控除後）（百万円）） (－) （－）

　普通株式増加数（千株） 20,136 　　　　　　　　　　18,105

　（うち転換社債（千株）） （－） （－）

　（うち新株予約権付社債（千株）） (20,136) (18,105) 
 
希薄化効果を有してないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
 

―――――― ――――――

 

 

重要な後発事象

  　該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

比較貸借対照表

 （単位：百万円）

科目

平成18年３月期

（平成18年３月20日現在）

平成19年３月期

（平成19年３月20日現在） 対前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減

  ％ ％

（資産の部）   

流動資産 100,930 57.3 114,136 61.5 13,205

　　現金及び預金 6,304  6,219

　　受取手形 6,140  8,323

　　売掛金 48,757  59,008

　　製品 13,801  13,759

　　半製品 862  750

　　原材料 4,291 4,106

　　仕掛品 5,065  5,095

　　前渡金 237  236

　　繰延税金資産 2,545  2,486

　　未収金 2,127  2,526

　　短期貸付金 6,786  4,928

　　その他流動資産 4,028  6,716

　　貸倒引当金 △17  △21

固定資産 75,288 42.7 71,515 38.5 △3,773

　有形固定資産 27,226 15.5 24,196 13.0 △3,030

　　建物 10,304 10,022

　　構築物 713 669

　　機械装置 5,867 6,293

　　車輌運搬具 23 47

　　工具 1,096 1,244

　　器具・備品 555 524

　　土地 8,442 4,517

　　建設仮勘定 223 876

　無形固定資産 6,415 3.6 5,567 3.0 △847

　　施設利用権　 3 3

　　ソフトウェア　 5,843 5,190

　　その他無形固定資産 568 374

　投資その他の資産 41,646 23.6 41,751 22.5 104

　　投資有価証券 17,629 17,026

　　関係会社株式 14,367 14,292

　　出資金 1 1

　　関係会社出資金 2,684 2,683

　　長期貸付金 1,329 867

　　繰延税金資産 7,999 8,588

　　その他投資 1,823 1,768

　　貸倒引当金 △4,189 △3,477

資産合計 176,219 100.0 185,651 100.0 9,432
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（単位：百万円）

科目

平成18年３月期

（平成18年３月20日現在）

平成19年３月期

（平成19年３月20日現在） 対前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減

  ％  ％

（負債の部）     

流動負債 81,823 46.4 92,843 50.0 11,019

　　支払手形 4,419  4,729  

　　買掛金 41,501  43,931  

　　短期借入金 12,146  9,704  

　　一年内償還社債 －  10,000  

　　未払金 2,206  2,180  

　　未払費用 9,963  10,610  

　　未払法人税等 1,806  1,944  

　　前受金 1,099  879  

　　預り金 8,515  8,486  

　　役員賞与引当金 －  85  

　　その他流動負債 165  291  

固定負債 58,996 33.5 38,682 20.8 △20,313

　　社債 10,000  －  

　　新株予約権付社債 14,368  6,200  

　　長期借入金 6,314  5,800  

　　退職給付引当金 27,166  26,239  

　　役員退職慰労引当金 －  443  

　　債務保証損失引当金 1,147  －  

負債合計 140,819 79.9 131,525 70.8 △9,293

（資本の部）

資本金 15,858 9.0 － △15,858

資本剰余金 11,329 6.4 － △11,329

　資本準備金 11,326  －  

　その他資本剰余金 2  －  

　　自己株式処分差益 2  －  

利益剰余金 3,803 2.2 －  △3,803

　　当期未処分利益 3,803  －  

その他有価証券評価差額金 4,536 2.6 － △4,536

自己株式 △128 △0.1 － 128

資本合計 35,399 20.1 － △35,399

負債及び資本合計 176,219 100.0 － △176,219

 （純資産の部）

株主資本 － 49,653 26.8 49,653

　資本金 － 19,953 10.8 19,953

　資本剰余金 － 15,403 8.3 15,403

  　資本準備金 － 15,399

　　その他資本剰余金 － 3

  利益剰余金 － 14,486 7.8 14,486

 　 その他利益剰余金 － 14,486

 　 　繰越利益剰余金 － 14,486

  自己株式 － △189 △0.1 △189

評価・換算差額等 － 4,472 2.4 4,472

  その他有価証券評価差額金 － 4,492 2.4 4,492

  繰延ヘッジ損益 － △20 △0.0 △20

純資産合計 － 54,125 29.2 54,125

負債・純資産合計 － 185,651 100.0 185,651
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比較損益計算書

 （単位：百万円）

科目

平成18年３月期

（自平成17年３月21日   

 至平成18年３月20日）

平成19年３月期

（自平成18年３月21日   

 至平成19年３月20日） 対前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減

  ％  ％

売上高 189,518 100.0 216,268 100.0 26,750

売上原価 147,560 77.9 167,600 77.5 20,039

　売上総利益 41,957 22.1 48,668 22.5 6,710

販売費及び一般管理費 33,810 17.8 34,528 16.0 718

営業利益 8,146 4.3 14,139 6.5 5,992

営業外収益 6,298 3.3 6,755 3.1 456

　受取利息・配当金 6,221 6,551

　雑収益 77 203

営業外費用 1,398 0.7 1,067 0.5 △331

　支払利息 423 317

  社債利息 166 166

　債権売却損 354 216

　為替差損 19 146

　雑損失 435 220

　経常利益 13,047 6.9 19,828 9.1 6,781

特別利益 336 0.2 4,262 2.0 3,925

　固定資産売却益 210 27

　投資有価証券売却益 77 55

　関係会社株式売却益 － 1,764

  貸倒引当金戻入益 － 1,313

  債務保証損失引当金戻入益 － 1,101

　その他特別利益 47 0

特別損失 7,145 3.8 7,812 3.6 667

　固定資産廃却損 195 277

　投資有価証券評価損 0 648

　関係会社株式評価損 299 253

　退職給付会計基準変更時差異償却 3,010 －

　減損損失 － 4,140

　事業構造改善費用 2,756 1,731

　その他特別損失 883 761

　税引前当期純利益 6,238 3.3 16,277 7.5 10,039

　法人税、住民税及び事業税 3,759 2.0 3,673 1.7 △86

　過年度法人税等追徴税額 －  779 0.4 779

　過年度未払法人税等戻入額 －  △549 △0.3 △549

　法人税等調整額 △1,324 △0.7 △486 △0.2 838

　当期純利益 3,803 2.0 12,860 5.9 9,056

　当期未処分利益 3,803  －  
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利益処分計算書及び株主資本等変動計算書

 利益処分計算書

前事業年度
（平成18年３月期）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　当期未処分利益  3,803

合計  3,803

Ⅱ　利益処分額   

１．株主配当金 1,396  

２．取締役賞与金 82 1,478

Ⅲ　次期繰越利益  2,324

 株主資本等変動計算書

（自平成18年３月21日　至平成19年３月20日）

（単位：百万円）

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 資本準備金 

その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計 繰越利益
剰余金 

前期末残高 15,858 11,326 2 11,329 3,803 3,803 △128 30,862

当期変動額 

　新株予約権の行使 4,095 4,072 4,072 8,167

　剰余金の配当 △2,094 △2,094 △2,094

　役員賞与 △82 △82 △82

　当期純利益 12,860 12,860 12,860

　自己株式の取得 △61 △61

　自己株式の処分 0 0 0 1

　株主資本以外の項目の

  当期変動額（純額）

当期変動額合計 4,095 4,072 0 4,073 10,682 10,682 △60 18,791

当期末残高 19,953 15,399 3 15,403 14,486 14,486 △189 49,653

評価・換算差額等 
純資産
合計 その他有価証

券評価差額金 

繰延ヘッジ
損益 

評価・換算

差額等合計 

前期末残高 4,536 － 4,536 35,399

当期変動額 

　新株予約権の行使 8,167

　剰余金の配当 △2,094

　役員賞与 △82

　当期純利益 12,860

　自己株式の取得 △61

　自己株式の処分 1

　株主資本以外の項目の

　当期変動額（純額）
△44 △20 △64 △64

当期変動額合計 △44 △20 △64 18,726

当期末残高 4,492 △20 4,472 54,125
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重要な会計方針の変更

 

（１）当期より「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成17年11月29日 企業会計基準第４号）を

　　　適用しております。

　　　この変更により従来の方法に比べ、営業利益、経常利益および税引前当期純利益はそれぞれ８５百万円減少

　　　しております。

（２）役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当期より規程に基づく期末要支給額を

　　　役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この変更は役員退職慰労金規程の整備を行っ

　　　たことを契機に、役員退職慰労金を役員の在任期間にわたり費用分配することで期間損益の適正化および財

　　　務内容の健全化を図るために行ったものであります。

　　　この変更により当期発生額９８百万円は販売費及び一般管理費に計上し、過年度対応額３４４百万円は特別

　　　損失として計上しております。この結果、従来の方法に比べ、営業利益および経常利益はそれぞれ９８百万

　　　円減少し、税引前当期純利益は４４３百万円減少しております。 

（３）当期より「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」

　　　（企業会計審議会 平成14年８月９日））および「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基

　　　準委員会 平成15年10月31日 企業会計基準適用指針第６号）を適用しております。

　　　これにより、税引前当期純利益は４，１４０百万円減少しております。

　　　なお、減損損失累計額については、改正後の財務諸表等規則に基づき各資産の金額から直接控除しておりま

　　　す。

（４）当期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号 平成17年12月９日）

　　　および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号 

　　　平成17年12月９日）を適用しております。

　　　これまでの資本の部の合計に相当する金額は５４，１４６百万円であります。

　　　なお、当期における貸借対照表の純資産の部については、財務諸表等規則の改正に伴い、改正後の財務諸表

　　　等規則により作成しております。
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